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主 査   内村、水盛、取違、井上、二俣、原口 
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１ 農地法第３条許可申請に関する件 

２ 農地転用事業計画変更に関する件 

３ 農地法第４条許可申請に関する件 

４ 農地法第５条許可申請に関する件 

５ 農地法第１８条第６項の規定による通知に関する件 

６ 非農地認定に関する件 

７ 農地利用変更届出に関する件 

８ 農用地利用集積計画に関する件 

９ 相続税の納税猶予に関する件 

10 荒廃農地の発生・解消状況に関する調査に伴う農地・非農地判定について 

 

１ 法務局から照会のあった農地等の現況について 

２ 農地法第３条の３届出専決に関する報告について 

３ 農地法第４条・５条届出専決に関する報告について 

４ 鹿児島の農地「貸したい」「借りたい」総点検の実施状況について 

５ 賃借料情報の提供について 

６ 農地台帳システム入替に伴う総会資料の一部変更について 
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議    長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 会（午前１０時） 

 

定刻になりましたので、ただいまから、令和元年度第９回総会を開催いたしま

す。 

 

本日は、会長が全国会長大会へ出席のため欠席につき会長代理の私が議事進行

いたします。 

 

それでは、本日の出席委員数について報告いたします。 

１９人中１６人の出席で、過半数以上の出席でございますので、会は成立いた

しております。 

なお、欠席届が、上入來委員、園山委員、堀之内委員から出されています。 

担当地区本庁の発表は、園山委員に代わり事務局となります。 

 

次に、議事録署名者を決めなければなりませんが、私からご指名申し上げてよ

ろしいでしょうか。 

 

（異議なしの声） 

 

それでは、岩元委員、横峯委員にお願いいたします。 

 

今回は、会長の依頼により、農政総務課の担当者に出席していただいておりま

す。 

 

それでは、議題の審議に入って参ります。 
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議              題 

議題１．農地法第３条許可申請に関する件 

１ページ～７ページ １３件 

議    長 それでは、議題１．「農地法第３条許可申請に関する件」を審議します。 

まず、谷山、１番委員お願いします。 

 

１ 番 委 員 ご報告します。 

番号１号、譲受理由：受贈、譲渡理由：贈与、権利の種別の内容：所有権移転、

贈与。 

以上です。 

 

議 長 次に、伊敷、７番委員お願いします。 

 

７ 番 委 員 ご報告します。 

番号２号、規模拡大、相手要望、所有権移転、売買。 

番号３号、規模拡大、相手要望、所有権移転、売買。 

番号４号、規模拡大、相手要望、所有権移転、売買。 

以上です。 

 

議 長 次に、吉野、１５番委員お願いします。 

 

１ ５ 番 委 員 ご報告します。 

番号５号、相手要望、農業廃止、所有権移転、売買。 

以上です。 

 

議 長 次に、吉田、１２番委員お願いします。 

 

１ ２ 番 委 員 ご報告します。 

番号６号、受贈、贈与、所有権移転、贈与。 

番号７号、相手要望、労力不足、所有権移転、売買。 

番号８号、受贈、贈与、所有権移転、贈与。 

以上です。 

 

議 長 次に、喜入、１６番委員お願いします。 

 

１ ６ 番 委 員 ご報告します。 

番号９号、新規就農、相手要望、所有権移転、売買。 

以上です。 
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議 長 次に、松元、５番委員お願いします。 

５ 番 委 員 ご報告します。 

番号１０号、規模拡大、労力不足、所有権移転、売買。 

番号１１号、規模拡大、労力不足、所有権移転、売買。 

以上です。 

議 長 次に、郡山、８番委員お願いします。 

８ 番 委 員 ご報告します。 

番号１２号、受贈、贈与、所有権移転、贈与。 

番号１３号、規模拡大、農業廃止、所有権移転、売買。 

以上です。 

議 長 ただいま、それぞれ調査員から説明がありました。 

別冊資料１にありますように、今回の第３条案件の全ては、農地法第３条第２

項各号には該当しないため、許可要件の全てを満たしております。お目通しをお

願いいたします。 

これより、審議に入ります。何か、ご意見、ご質問等はございませんか。 

 

〔「異議なし」の声あり〕 

 

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題１．「農地法第３条許可申

請に関する件」１３件につきましては、原案どおり許可することに決定し、申請

人に許可書を交付することといたします。 

議題２．農地転用事業計画変更に関する件 

８ページ ２件 

議    長 次に、議題２．「農地転用事業計画変更に関する件」を審議します。 

議題３．「農地法第４条許可申請に関する件」本庁の番号１号の案件が、この事

業計画に関連するので併せて、審議していただききたいと思います。 

それでは、本庁、事務局お願いします。 

 

事 務 局 それではご報告します。 

番号１号、許可日及び許可番号：平成３０年９月２８日、農委第３０１５－１

号及び２号、権利の種別：農地法第５条事業計画変更、所有権移転、売買、変更

後の事業計画、貸駐車場、１，４４３㎡、変更前の事業計画、貸駐車場、２，６

５２㎡。 

変更計画の概要、貸駐車場の面積を縮小し、太陽光発電に変更。２９４８番３

については実測７７９㎡のうち４５０㎡。 

番号２号、許可日及び許可番号：平成３０年９月２８日、農委第３０１５－１

号及び２号、権利の種別：農地法第５条事業計画変更、所有権移転、売買、変更

後の事業計画、太陽光発電、変更前の事業計画、貸駐車場、変更計画の概要、貸

駐車場の面積を縮小し、太陽光発電に変更。２９４８番３については実測７７９

㎡のうち３２９㎡。 

当該番号１及び２は、４条 番号１と同時申請となります。 
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９ページをお開きください。 

番号１ 

転用目的・施設等：発電施設、太陽光発電、１，２９８㎡、周囲の状況及び被

害防除計画：東…公園、他人畑、西…雑種地、山林、南…別件事変申請地、北…

山林、他人畑、境界…ブロック積、雨水…自然流下 

この件について、補足して説明いたします。 

申請地は、市役所本庁舎から南西に約５．８ｋｍに位置する第２種その他の農

地に該当します。 

申請人は、申請地を平成３０年９月２８日付けで貸駐車場として５条許可を受

けましたが、一部について、貸駐車場の転用行為がないまま、太陽光発電施設に

転用していたため、今回、事業計画変更と４条許可申請を行ったものです。 

申請人に経緯を聴取したところ、許可後の農地について、事業計画変更の手続

きを経ないまま、当該施設を設置したとのことでした。 

当該施設に係る九州経済産業局許可 

につきましては、平成３１年１月に申請が行われ、同年 3 月に認定許可を取得

したこと、同年 8 月には九州電力との系統連系契約も成立していることを確認済

です。 

なお、発電施設の規模としましては、太陽光パネル３３０枚、発電出力４９．

５ｋｗで、約 10世帯分の年間消費電力をまかなうことになります。 

以上のような経緯から、本件につきましては、始末書添付の上、申請書が提出

されました。申請人及び申請代理人に対しましては、今後このようなことのない

よう指導しました。 

以上です。 

 

議 長 ただいま、事務局から説明がありました。 

今回の第４条案件の農地の区分は、議案書の農地区分にありますように、第２

種農地に該当すると判断されます。お目通しをお願いいたします。 

 

これより、審議に入ります。何か、ご意見・ご質問等はございませんか。 

 

〔「異議なし」の声あり〕 

 

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題２．「農地転用事業計画変

更に関する件」２件につきましては、原案どおり承認するものと決定いたします。 

また、議題３．「農地 

法第４条許可申請に関する件」番号１号につきましては、原案どおり許可する

ものと決定し、申請人に許可書を交付することといたします。 
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議題３．農地法第４条許可申請に関する件 

９ページ～１０ページ ２件 

議    長 次に、議題３．「農地法第４条許可申請に関する件」を審議します。 

先ほど本庁の１件につきましては、議題２．「農地転用事業計画変更に関する件」

と併せて審議しておりますので、それ以外の１件について審議していただききた

いと思います。 

それでは、松元、５番委員お願いします。 

 

５ 番 委 員 ご報告します。 

番号２号、転用目的・施設等：庭敷地、庭敷地９．２０㎡、周囲の状況及び被

害防除計画：東…他人畑、西・南・北…宅地、境界…ブロック積、雨水…自然流

下。 

この件について、補足して説明いたします。 

 申請地は、松元支所から東へ約２．８㎞に位置する第３種農地の都市計画用途

区域内農地に該当します。 

 申請人は、平成２年に自己所有宅地に住宅を建築した際、宅地に隣接する該当

地を一体利用する形ですでに転用していたことから、今回始末書添付の上申請さ

れたものです。 

申請人には、転用を行う場合は農地法の許可を受けなければならないこと、今

後はこのようなことのないよう指導いたしました。 

以上です。 

 

議 長 ただいま、調査員から説明がありました。 

今回の第４条案件の農地の区分は、議案書の農地区分にありますように、第３

種農地に該当すると判断されます。お目通しをお願いいたします。 

これより、審議に入ります。何か、ご意見、ご質問等はございませんか。 

 

〔「異議なし」の声あり〕 

 

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題３．「農地法第４条許可申

請に関する件」１件につきましては、原案どおり許可するものと決定し、申請人

に許可書を交付することといたします。 

 

 

議題４．農地法第５条許可申請に関する件 

１１ページ～１６ページ １７件 

議    長 次に、議題４「農地法第５条許可申請に関する件」を審議します。 

まず始めに、１２ページ、谷山の番号７号につきましては、第８回総会におい

て、「買受適格証明願に関する件」で審議済ですので、今回は、報告事項になりま

すことをお知らせします。 

まず、谷山、１番委員お願いします。 
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１ 番 委 員 ご報告します。 

番号１号、権利の種別：使用貸借権、設定、転用目的・施設等：一般住宅、住

家１棟６２．１０㎡、庭敷地等３８６．９０㎡、周囲の状況及び被害防除計画：

東…他人畑、宅地、私道、西・北…他人畑、南…里道、境界…ブロック積、雨水

…里道側溝、汚水…合併浄化槽。 

番号２号、所有権移転、売買、店舗等、給油所１，５００．６２㎡、東…県道、

西…宅地、南…市道、北…市道、宅地、境界…ブロック積、雨水…県道側溝、汚

水…油水分離槽。 

この件について補足説明します。 

申請地は、谷山支所から北北西へ約４．１㎞、県道小山田谷山線と市道小松原

山田線が交わる交差点近くで、第 2種農地の市街地近接農地に該当します。 

譲渡人は平成 29年 1 月に農地法第 3条許可により申請地を取得し、その後平成

29 年 11 月に農地利用変更届がなされ、畑として利用していました。 

隣接地には譲渡人が役員を務める給油所がありますが、今般、県道小山田谷山

線の道路拡幅工事に伴い、給油所のタンク施設の移設を余儀なくされたことから、

申請地を含む宅地等と一体利用して給油所を移転し、営業をすることとなったた

め、今回の申請に至ったとのことです。 

以上のことから、転用はやむを得ないと判断したしました。 

番号３号、所有権移転、売買、一般住宅、住家１棟６７．５０㎡、庭敷地等２

６４．７７㎡、東…他人畑、西…宅地、市道、南・北…宅地、他人畑、境界…ブ

ロック積、雨水…市道側溝、汚水…合併浄化槽。 

番号４号、所有権移転、売買、車両置場、車両置場５８５．００㎡、東…他人

畑、西…宅地、南…雑種地、北…宅地、山林、境界…土留、雨水…自然流下。 

番号５号、所有権移転、売買、一般住宅、住家１棟６６．８６㎡、庭敷地等４

３９．１４㎡、東・西…宅地、南…他人畑、北…市道、境界…ブロック積、雨水

…市道側溝、汚水…合併浄化槽。 

番号６号、使用貸借権、設定、一般住宅、住家１棟１０１．０２㎡、庭敷地等

２５６．９８㎡、東…里道、西・南…他人畑、北…宅地、境界…ブロック積、雨

水…里道側溝、汚水…合併浄化槽。 

番号７号、所有権移転、競売、資材置場、貸資材置場３１１．００㎡、東…他

人畑、西・北…市道、南…雑種地、境界…ブロック積、雨水…自然流下。 

さきほど議長から説明がありましたとおり、番号７号は第８回総において「買

受適格証明願に関する件」で審議済ですので、今回は報告事項となります。 

以上です。 
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議    長 次に、吉野、１５番委員お願いします。 

 

１ ５ 番 委 員 ご報告します。 

番号８号、所有権移転、売買、駐車場、駐車場８３１．００㎡、法面１６６．

００㎡、東…市道、西…他人畑、南…里道、他人畑、北…雑種地、境界…ブロッ

ク積、土留、雨水…自然流下。 

番号９号、所有権移転、売買、資材置場、貸資材置場４４８．１７㎡、法面７

３，８３㎡、東・南…他人畑、山林、西…宅地、北…市道、境界…ブロック積、

雨水…自然流下。 

番号１０号、使用貸借権、設定、一般住宅、住家１棟８４．４６㎡、車庫１棟

３５．９６㎡、庭敷地等３６８．５８㎡、東・南…貸人畑、西…市道、北…宅地、

境界…ブロック積、土留、雨水…市道側溝、汚水…合併浄化槽。 

番号１１号、所有権移転、売買、資材置場、資材置場１，１４０．００㎡、駐

車場８０．００㎡、東…宅地、西…市道、南…他人畑、北…雑種地、境界…土留、

雨水…自然流下。 

番号１２号、使用貸借権、設定、一般住宅、住家１棟５１．３０㎡、車庫１棟

３２．０３㎡、庭敷地等４１５．６７㎡、東…雑種地、西…市道、南…貸人畑、

北…宅地、境界…ブロック積、雨水…市道側溝、汚水…合併浄化槽。 

番号１３号、所有権移転、売買、資材置場、貸資材置場７８３．００㎡、東…

市道、西…他人畑、南…雑種地、北…山林、境界…ブロック積、土留、雨水…自

然流下。 

以上です。 

 

議    長 次に、吉田、１２番委員お願いします。 

 

１ ２ 番 委 員 ご報告します。 

番号１４号、所有権移転、売買、資材置場、資材置場１０６．００㎡、駐車場

等３０９．００㎡、東…市道、西…他人田、南…河川、北…里道、境界…土留、

雨水…自然流下。 

番号１５号、所有権移転、売買、資材置場、資材置場６０６．８９㎡、倉庫１

棟１８０．５０㎡、通路等４１７．６９㎡、東・南…宅地、西・北…他人畑、境

界…土留、雨水…自然流下。 

以上です。 
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議    長 次に、松元、５番委員お願いします。 

 

５ 番 委 員 ご報告します。 

番号１６号、所有権移転、売買、建売住宅、住家２棟１２５．４４㎡、庭敷地

５０８．６６㎡、通路６１．９０㎡、東・南…宅地、西…里道、北…他人田、境

界…ブロック積、雨水…里道側溝、汚水…合併浄化槽。 

番号１７号、所有権移転、売買、一般住宅、住家１棟１１７．３２㎡、庭敷地

４１３．８０㎡、法面等９４６．６６㎡、東・南・北…宅地、西…市道、境界…

ブロック積、雨水…市道側溝、汚水…合併浄化槽。 

この件について、補足して説明いたします。 

 申請地は、松元支所から南西へ３ｋｍに位置する第２種農地のその他の農地に

該当します。 

 受け人は建設業を営んでおり、今年の７月に自宅を新築しましたが、該当地に

農地が含まれており、農地法の許可が必要であることを知らずに転用していたた

め、今回始末書添付の上申請されたものです。 

申請地は、隣接する山林と宅地を一体利用し総面積は１，４７７．７８㎡です

が、市道及び北側に法面及びがけ地が存在しているため、がけ地規制等により、

実際に使用できる有効面積は５３１．１２㎡となっております。 

申請人には、転用を行う場合は農地法の許可を受けなければならないこと、今

後はこのようなことのないよう指導いたしました。 

以上です。 

議 長 ただいま、それぞれ調査員から説明がありました。 

今回の第５条案件の農地の区分は、議案書の農地区分にありますように、全て、

第２種、第３種農地に該当すると判断されます。お目通しをお願いいたします。 

 

これより、審議に入ります。何か、ご意見、ご質問等はございませんか。 

 

〔「異議なし」の声あり〕 

 

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題４．「農地法第５条許可申

請に関する件」１６件につきましては、原案どおり許可するものと決定し、申請

人に許可書を交付することといたします。 
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議題５．農地法第１８条第６項の規定による通知に関する件 

１７ページ～１８ページ ４件 

議 長 次に、議題５．「農地法第１８条第６項の規定による通知に関する件」を審議

します。 

伊敷、桜島地域に合意解約の通知が出ております。 

委員の皆さんには、お目通しをお願いいたします。 

 

これより、審議に入ります。何か、ご意見・ご質問等はございませんか。 

 

〔「異議なし」の声あり〕 

 

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題５．「農地法第１８条第

６項の規定による通知に関する件」４件につきましては、原案どおり受理するこ

とに決定いたします。 

 

 

議題６．非農地認定に関する件 

１９ページ～２３ページ ９件 

議    長 次に、議題６．「非農地認定に関する件」を審議します。 

まず、本庁、事務局お願いします。 

 

事 務 局 ご報告します。 

番号１号、調査結果：住家１棟、３９年経過、現況宅地。 

以上です。 

 

議    長 次に、谷山、１番委員お願いします。 

 

１ 番 委 員 ご報告します。 

番号２号、調査結果：倉庫１棟、３９年経過、現況宅地。 

番号３号、調査結果：住家１棟、５１年経過、現況宅地。 

番号４号、調査結果：住家１棟、３９年経過、現況宅地。 

以上です。 

 

議    長 次に、伊敷、７番委員お願いします。 

 

７ 番 委 員 ご報告します。 

番号５号、調査結果：１３０５：檜、約４０年経過、現況山林。１３０６：杉、

約５０年経過、現況山林。       

番号６号、調査結果：２８７８：杉、唐竹自然繁茂、約４０年経過、現況山林。

３９４３－３：杉、約３０年経過、現況山林。 

番号７号、調査結果：住家１棟、５５年経過、現況宅地。 

以上です。 
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議    長 次に、吉田、１２番委員お願いします。 

 

１ ２ 番 委 員 ご報告します。 

番号８号、調査結果：２０６５－３：杉、雑木自然繁茂、約５０年経過、現況

山林。２２５１－２：榎、雑木自然繁茂、約２０年経過、現況山林。 

以上です。 

 

議    長 次に、松元、５番委員お願いします。 

 

５ 番 委 員 ご報告します。 

番号９号、調査結果：雑木自然繁茂、約２０年経過、現況山林。 

以上です。 

 

議    長 ただいま、それぞれ調査員から説明がありました。 

これより、審議に入ります。何か、ご意見・ご質問等はございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

 

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題６．「非農地認定に関す

る件」９件につきましては、原案どおり認定することに決定いたします。 

 

議題７．農地利用変更届出に関する件 

２４ページ １件 

議 長 次に、議題７．「農地利用変更届出に関する件」を審議します。 

それでは、喜入、１６番委員お願いします。 

 

１ ６ 番 委 員 ご報告します。 

番号１号、埋立理由・工事内容及び変更後の使用目的：周辺土地より低いため、

盛土をして畑としての利便性を高める。工事開始日：令和元年１２月１日、工事

終了日：令和元年１２月３１日、周囲の状態：東…山林、水路、西…農道、南…

水路、北…市道、境界…土留、作物…野菜、高さ…１．０～１．８ｍ、搬入土…

シラス、黒土。 

この件につきまして補足説明をいたします。 

 申請者は、農地の利用変更を行う際には農業委員会の承認が必要であることを

知らず、すでに自身で工事を開始させていたため、今回変更届出書に始末書を添

付させ承認を得ようとするものです。申請者には代理人を通じ、農地の利用変更

には農業委員会の承認が必要であることを指導しました。 

 

議 長 ただいま、調査員から説明がありました。 

これより、審議に入ります。何か、ご意見・ご質問等はございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

 

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題７．「農地利用変更届出に

関する件」１件につきましては、原案どおり受理することに決定いたします。 
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議題８．農用地利用集積計画に関する件 

２５ページ～３３ページ １３件 

議    長 次に、議題８．「農用地利用集積計画に関する件」を審議します。 

それでは、事務局から説明をお願いします。 

 

事 務 局 議題８．「農用地利用集積計画に関する件」について、ご説明申し上げます。 

２５ページをお開きください。 

「議案第８号」、令和元年１１月２９日公告予定の、農用地利用集積計画調書 

について、ご説明申します。 

今回の利用権設定につきましては、使用貸借権５件５，９１３㎡、うち新規４

件４，９９７㎡、賃借権８件１２，７１３㎡、うち新規７件１２，１６７㎡、所

有権移転はなし、合計１３件１８，６２６㎡、うち新規１１件１７，１６４㎡と

なっております。 

次に、２６ページは、使用貸借権の期間別内訳です。 

「３年」が２件、「５～１０年未満」が１件、「１０年」が２件となっておりま

す。 

 次の２７ページは、賃借権の期間別内訳です。 

「１～３年未満」と「５年」が各１件、「５～１０年未満」と「１０年」が各３

件となっております。 

次の２８ページは、総括表です。下の合計欄をご覧ください。 

権利の種類は、使用貸借権９筆、賃借権１２筆、計２１筆です。 

面積は、田３，６０４㎡、畑１１，４２８㎡、樹園地３，５９４㎡、合計１８，

６２６㎡、うち更新分は、１，４６２㎡です。 

「利用権等の設定をする者、及び受ける者の数」は１３人、うち更新は２人で

す。 

議案書の２９ページから３３ページは、農用地利用集積計画の内容です。 

お目通しをお願いいたします。 

これらは、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしていると

考えます。 

以上で、説明を終わります。 

 

議    長 ただいま、事務局から説明がありました。 

これより、審議に入ります。何か、ご意見・ご質問等はございませんか。 

 

〔「異議なし」の声あり〕 

 

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題８．「農用地利用集積計画

に関する件」につきましては、原案どおり、承認することに決定いたします。 
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議題９．相続税の納税猶予に関する件 

３４ページ １件 

議    長 次に、議題９．「相続税の納税猶予に関する件」を審議します。 

それでは、吉野、１５番委員お願いします。 

 

１ ５ 番 委 員 資料の３４ページをお開きください。 

対象農地は、市街化区域内の農地であり、この調書は、農地の相続が発生した

とき、申告期限の翌日から 20 年間営農を継続することにより、相続税の支払いを

一定の条件のもとに猶予又は免除するという、相続税の納税猶予の申請に係るも

のでございます。 

この制度を利用すると、申請人は３年に１度、農業委員会が発行する証明書を

添付して税務署へ届け出ることになっております。 

今回１件の申請があり、去る１１月１３日に１３番委員、私、事務局職員４名

で現地調査を行いましたので、その結果についてご報告申し上げます。 

相続開始は平成１９年１月２０日、申請人は被相続人の子で、今回が５回目の

申請でございます。 

調査しました特例適用農地は全て畑であり、１から３は続き地であり、ビニー

ルハウス５棟にカイワレ、三つ葉を水耕栽培中、春菊、水菜、パクチーを作付中

でした。 

特例適用農地４については、硬質ハウス２連棟１棟に、ほうれん草、水菜、パ

クチー、春菊を作付中であり、露地にブロッコリーを作付中でした。 

したがいまして、今回の特例適用農地において、申請人が引き続き農業経営を

行っていることを確認できましたので、「引き続き農業経営を行なっている旨の証

明書」の発行については支障ないものと判断いたします。 

以上です。 

 

議    長 ただいま、調査員から説明がありました。 

これより、審議に入ります。何か、ご意見・ご質問等はございませんか。 

 

〔「異議なし」の声あり〕 

 

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題９．「相続税の納税猶予に

関する件」１件につきましては、原案どおり決定することにいたします。 
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議題１０．荒廃農地の発生・解消状況に関する調査に伴う農地・非農地判定について 

別冊資料２ ７７件 

議    長 次に、議題１０．「荒廃農地の発生・解消状況に関する調査に伴う農地・非農地

判定について」を審議します。別冊資料２です。 

まず、谷山、１４番委員お願いします。 

 

１ ４ 番 委 員 ご報告します。２ページです。 

調査筆数：１７筆、現況確認日：令和元年１０月１８日、農地・非農地の判断

結果：杉、檜、雑木自然繁茂、現況山林によりすべて非農地と判断いたしました。 

以上です。 

 

議    長 次に、伊敷、７番委員お願いします。 

 

７ 番 委 員 ご報告します。３ページです。 

調査筆数：１３筆、現況確認日：令和元年１０月３１日、農地・非農地の判断

結果：杉、檜、孟宗竹・キンチク竹・コサン竹・ゴキ竹・雑木自然繁茂、現況山

林によりすべて非農地と判断いたしました。 

以上です。 

 

議    長 次に、吉野、１５番委員お願いします。 

 

１ ５ 番 委 員 ご報告します。４ページです。 

調査筆数：２筆、現況確認日：令和元年１０月１１日、農地・非農地の判断結

果：大名竹・雑木自然繁茂、現況山林によりすべて非農地と判断いたしました。 

以上です。 

 

議    長 次に、東桜島、１７番委員お願いします。 

 

１ ７ 番 委 員 ご報告します。５ページです。 

調査筆数：５筆、現況確認日：令和元年１０月１１日、農地・非農地の判断結

果：雑木自然繁茂、現況山林によりすべて非農地と判断いたしました。 

以上です。 

 

議    長 次に、吉田、１２番委員お願いします。 

１ ２ 番 委 員 ご報告します。６ページです。 

調査筆数：２筆、現況確認日：令和元年１０月２９日、農地・非農地の判断結

果：ゴキ竹・雑木自然繁茂、現況山林によりすべて非農地と判断いたしました。 

以上です。 
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議    長 次に、桜島、１９番委員お願いします。 

１ ９ 番 委 員 ご報告します。７ページです。 

調査筆数：９筆、現況確認日：令和元年１０月１１日、農地・非農地の判断結

果：雑木自然繁茂、現況山林によりすべて非農地と判断いたしました。 

以上です。 

 

議    長 次に、喜入、１６番委員お願いします。 

 

１ ６ 番 委 員 ご報告します。８ページです。 

調査筆数：９筆、現況確認日：令和元年１０月２４日、農地・非農地の判断結

果：杉、クヌギ、真竹・コサン竹・雑木自然繁茂、現況山林によりすべて非農地

と判断いたしました。 

以上です。 

 

議    長 次に、松元、５番委員お願いします。 

 

５ 番 委 員 ご報告します。９ページです。 

調査筆数：１４筆、現況確認日：令和元年１０月２５日、農地・非農地の判断

結果：５筆がクヌギ、杉、真竹・雑木自然繁茂、現況山林により非農地、９筆が

不耕作により農地と判断いたしました。 

以上です。 

 

議    長 次に、郡山、８番委員お願いします。 

 

８ 番 委 員 ご報告します。１０ページです。 

調査筆数：６筆、現況確認日：令和元年１０月９日、農地・非農地の判断結果：

檜、杉、孟宗竹・ゴキ竹・雑木自然繁茂、現況山林によりすべて非農地と判断い

たしました。 

以上です。 

 

議    長 ただいま、それぞれ調査員から説明がありました。 

これより、審議に入ります。何か、ご意見・ご質問等はございませんか。 

 

〔「異議なし」の声あり〕 

 

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題１０．「荒廃農地の発生・

解消状況に関する調査に伴う農地・非農地判定について」７７件につきましては、

調書のとおり判定することに決定いたします。 

 

議題の審議は以上です。 

 

続きまして、報告事項に入ります。 
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報        告        事        項 

１．法務局から照会のあった農地等の現況について 

３５ページ １件 

議 長 報告事項１「法務局から照会のあった農地等の現況について」 

それでは、谷山、１番委員お願いします。 

 

１ 番 委 員 

 

報告します。３５ページです。 

照会日：令和元年１１月７日、現況：非農地、調査結果：該地は市街化調整区

域内にあり、現況非農地である。 

処理状況：令和元年１１月１５日 鹿児島地方法務局へ報告済。 

 

２．農地法第３条の３届出専決に関する報告について 

３６ページ～３８ページ １１件 

議 長 次に、報告事項２「農地法第３条の３届出専決に関する報告について」 

報告事項３「農地法第４条・５条届出専決に関する報告について」 

それでは、事務局の報告をお願いします。 

 

事 務 局 

 

３６ページをお開きください。 

報告事項２ 農地法第３条の３届出専決に関する報告の集計表です。 

この専決処理は、農地等について相続などで権利の取得があった場合は、市町

村の農業委員会に届出を要するもので、今回の届出は１１件です。 

登記地目別では、田９筆、６，０７４．００㎡、畑１３筆、５，８１７．００

㎡となっております。取得した事由別数は、相続が９件、その他が２件。権利の

種別は、所有権が１１件。農業委員会によるあっせん等は、無が１１件となって

おります。 

３７ページから３８ページは、農地法第３条の３関係の内容です。 

お目通しをお願いいたします。 

 

３．農地法第４条・５条届出専決に関する報告について 

３９ページ～４４ページ １５件 

事 務 局 

 

３９ページをお開きください。 

報告事項３ 農地法第４条・第５条届出専決に関する報告の集計表です。 

これらは、市街化区域内農地の転用届出に関するもので、事務局長の専決で処

理しましたものです。 

転用目的別では、第４条関係では、その他が１件、合計１件となっております。 

第５条関係では、多い順に一般住宅が１２件、駐車場、店舗等が各１件、合計

１４件となっております。 

４０ページから４４ページは、４条・５条関係１５件の内容です。お目通しを

お願いいたします。 
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４．鹿児島の農地「貸したい」「借りたい」総点検の実施状況について 

別冊資料３ 

議 長 次に、報告事項４「鹿児島の農地「貸したい」「借りたい」総点検の実施状況に

ついて」 

それでは、事務局の報告をお願いします。 

 

事 務 局 

 

報告事項４ 鹿児島の農地「貸したい」「借りたい」総点検の実施状況について

報告いたします。 

別冊資料３をご覧ください。 

表の一番下の合計欄をご覧ください。 

まず 二段書きの上の段の９月期については、訪問戸数１５８戸、うち不在８

戸、調査回答戸数１５０戸、貸出希望９戸１５０．１３アール、借入希望２戸３

０．００アール、貸出実績、借入実績、中間管理事業活用実績は、ありませんで

した。 

次に、下の段の累計については、訪問戸数２，７６７戸、うち不在１１８戸、

調査回答戸数２，６３０戸、貸出希望１５７戸３，３８８．３６アール、借入希

望３１戸１，６６４．００アール、貸出実績１１戸１２７．０５アール、借入実

績６戸５５．０８アール、中間管理事業活用実績はございませんでした。 

各地区の実績についてはお目通しをお願いします。 

以上で報告を終わります。 

 

５．賃借料情報の提供について 

別冊資料４ 

議 長 続きまして、報告事項５「賃借料情報の提供について」 

報告事項６「農地台帳システム入替に伴う総会資料の一部変更について」 

事務局の報告をお願いします。 
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事 務 局 

 

別冊資料４をご覧下さい。 

１の趣旨についてですが、 

この賃借料情報の提供は、平成２１年の農地法改正に伴い、標準小作料に関す

る規定が削除され、これにかわるものとして、農地法第５２条の規定に基づき、

地域における農地の賃借料の目安になるものとして、実勢の賃借料の情報を提供

するものです。 

次に、２の算出方法等については、 

平成２１年９月に全国農業会議所が示した手引きを参考に、賃借料情報に関す

るデータを収集し、賃借料水準の計算を行いました。 

（１）の 賃借料情報データは、 

農地台帳より平成３０年３月３１日から令和元年１０月３１日までの間に、農

業経営基盤強化促進法第１９条の規定により公告のあった農用地利用集積計画、

利用権設定の賃貸借データを使用しました。 

（２）の 賃借料水準の計算は、 

区分ごとの全賃借料データの平均値の１．７倍を超えるものと０．３倍未満 

の、特殊な取引に係るデータを取り除いた後のデータから１０アールあたりの

平均額、最高額、最低額を求めました。 

次に、３の提供区分について、 

（１）の 地目は、作付作物から、田・畑・樹園地（茶畑）に分類し、畑のう

ち、松元地域については、お茶の産地としての地域性を考慮して、一般畑と茶畑

に区分しました。 

（２）の 地域については、 

平成１６年１１月１日の合併前の鹿児島地域及び桜島、吉田、喜入、松元、郡

山の６地域に区分し、桜島地域の畑には、桜島地区と東桜島地区を合わせて提供

します。 

なお、同地域に田はないことから地域設定はありません。 

また、今回、松元地域の一般畑については賃貸借の実績が５件未満のため記載

していません。 

４の賃借料情報の提供方法については、 

（１）の提供方法として 

  賃借料水準を賃借料情報として、農業委員会だよりと市ホームページに 

掲載するとともに、農業委員会 本・支局の窓口配布等により提供します。 

（２）の公表期間は、令和２年１２月末までを予定しています。 

５の賃借料情報の公表案については、裏面のページのとおりです。お目通しを

お願いします。 

 以上で、賃借料情報の提供について、報告を終わります。 

 

 ６．農地台帳システム入替に伴う総会資料の一部変更について 

別冊資料５ 
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事 務 局 

 

引き続きまして事務局より、農地台帳システム入替に伴う総会資料の変更につ

いて説明します。 

このことにつきましては、今年 7 月総会でご案内しましたとおり、農地台帳電

算システムについて、国が全国統一を目指し構築した「農地情報公開システム」

へ移行することに伴い、来年 1月以降変更となるものです。 

本日は、移行後の議案書案を基に、大きく変更となる部分を中心に説明します。 

まず、新システムで変更となる部分につきましては、目次の「丸付き数字・網

掛け」の議題・報告事項となります。 

それ以外の事項、目次では主な事例としまして、法務局照会・国土利用計画法

及び 3条の 3届出を例示しましたが、これらは現在の様式と変更ありません。 

それでは、これまでの議案と大きく変更となる点につきまして、以下ご案内し

ます。 

1 点目、これまでは各議案が「各地域単位」で出力されていましたが、新システ

ムでは、本庁から郡山までの地域が連続して出力される仕様となります。 

２点目、これまでは各ページの冒頭に「調査委員・発表委員・調査日付」の出

力がありましたが、新システムに当該機能はありません。 

このため、新議案書では、目次の裏側（０ページ）部分に「調査委員・発表委

員一覧表」を作成します。 

３点目、新議案書案の９ページをお開き下さい。「議題９ 農用地利用集積計画

に関する件」の総括表になります。 

これまでは、総括表として、貸借及び所有権移転の別、各項目の貸借期間の件

数などが４ページにわたり出力されていましたが、新システムでは当該機能がな

いところでございます。 

このため、新しい総括表として、事務局が毎月の利用権実績をとりまとめた「統

計資料」を議案書の総括表として利用します。なお、９ページの統計表は、平成

３１年３月分を事例として掲載しました。 

当該資料は、鹿児島市議会に提案・報告する予算及び決算の基礎資料でもあり

ます。よって今後の総括表は本市議会の予算・決算資料に準じた内容のものを、

農業委員会総会でも使用することになります。 

これまでの総括表と比較し追加される内容ですが、各月の各地域の実績件数・

面積が表示されることになります。 

ただいまご案内した３点以外（各議案の詳細）につきましては、お手元に配布

しました内容のとおりでございますので、ご確認ください。 

以上で「農地台帳システム入替に伴う総会資料の変更について」の報告を終了

します。 

 

議    長 

 

ありがとうございました。 

 

本日の議事は、全て終了しました。 

 

（議事終了：午前１０時５０分） 

 

続きまして、事務局から何か連絡事項等はございませんか。 
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事 務 局 

 

 

 

・令和元年度第１０回総会（月例）開催日時は、 

１２月２６日（木）午後１時１５分開会 

みなと大通り別館６階 ソーホーかごしま会議室 

 

・令和元年度第２回合同委員会開催日時は、 

１２月２６日（木）午後２時４５分開会 

みなと大通り別館６階 ソーホーかごしま会議室 

 

・令和元年度農談会は、 

１２月２６日（木）午後５時３０分開催 

アクアガーデンホテル福丸 

 

７ 番 委 員 報告事項ですので質疑はしませんが、３７ページの相続人について、住所が福

岡や東京になっているものがありますが、あっせん希望は「なし」となっていま

す。 

備考欄がありますので状況等を記載できないのでしょうか。荒廃農地につなが

っていく可能性がありますので、農地の状況、例えば地元の親戚が耕作中である

等について報告したほうがいいと思います。申請時点で把握はしていないのでし

ょうか。 

 

事 務 局 ３条届の申請様式では、あっせん希望についての欄はありますが、該当農地が

どのような状況になっているかの項目はありませんし、登記事項証明につきまし

ても任意の提出となっています。そして、申請の記載内容に特段不明なものがな

ければ受理通知書を交付しています。よって、報告時点における該当農地の状況

については、分かっているものもあればそうでないものもあります。 

だだし、市外相続人の農地については、農地パトロールの対象とする等の工夫

はできると考えております。 

 

７ 番 委 員 専決時点では農地の記載であっても、現況は山林である場合も多数あると思い

ます。「あっせんなし」で出てくる農地については、本当に使われているのか把握

する必要があると常々思っています。 

事務局が農地パトロールの対象とするということであれば、それは前向きな発

言だと考えます。相続農地については、これが農地なんだろうか、という箇所が

あると思ったので発言しました。 

 

事 務 局 ７番委員さんの意見としては、土地の状況を記載できないのか、ということだ

と思います。相続については議決事項ではありませんので、申請書をそのまま受

け付けるのが基本ですが、農業委員会の責務として遊休農地の解消があり、毎月

の利用状況調査や年２回の農地パトロールを実施しているところです。 

３条届の農地は、申請時点で農地の状況が分かっているか、そうでないかにか

かわらず何らかの対応をする必要があると思います。今後、農地パトロール等の

対象とすればよいと思います。 
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議 長 今後は農地パトロール等の対象とするとのことですが、7番委員、よろしいです

か。 

 

７ 番 委 員 相続で取得した人が、県外在住の方でしたので、農地の状況を確認する必要が

ないのかを聞きたかっただけです。 

「現況山林」である農地は、非農地判定を行っていますが、その中に当該農地

がないとも限りません。「（3条届）備考欄」に記載がないことが悪いとは言いませ

んが、現状の利用状況を調べる施策が必要ではないのかということを言いたかっ

ただけです。 

 

議    長 以上で、本日の総会を終了いたします。 

 

閉 会（午前１０時５５分） 

 

 


